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令和７年(2025年) 1,506,052人 1,288.5億円

108.6 131,797 115.0 112.4% 105.9% 111.2%

令和６年(2024年) 1,426,584人 1,264.2億円

101.9% 117.3%105.6%

93.7 124,207 96.7 101.6% 103.2% 105.7%

100.7% 110.3%99.5 124,607 100.2 111.1%

令和４年(2022年) 918,267人 851.0億円

令和５年(2023年) 1,197,163人 989.6億円

令和２年(2020年) 651,747人 500.0億円

令和３年(2021年) 552,430人 436.1億円

平成30年(2018年) 1,379,715人 945.7億円

令和元年(2019年) 1,482,153人 981.9億円

平成28年(2016年) 1,248,079人 788.6億円

平成29年(2017年) 1,386,646人 850.1億円

平成26年(2014年) 1,121,622人 656.1億円

平成27年(2015年) 1,115,051人 643.3億円

平成24年(2012年) 713,058人 443.0億円

平成25年(2013年) 942,964人 580.1億円

平成22年(2010年) 725,635人 457.0億円

平成23年(2011年) 660,510人 413.0億円

平成20年(2008年) 782,749人 529.0億円

平成21年(2009年) 732,594人 473.0億円

平成18年(2006年) 771,838人 549.0億円

平成19年(2007年) 787,502人 543.0億円

平成16年(2004年) 715,777人 499.0億円

平成17年(2005年) 751,182人 524.0億円

平成15年(2003年) 695,681人 501.0億円

989.6 1,426,584 1264.2 1,506,052 1288.5平成14年(2002年) 613,362人 440.0億円 計 1,197,163

平成13年(2001年) 578,978人 511.0億円 12月 84,225 69.3 122,211

79.1 112,109平成12年(2000年) 599,343人 508.0億円 11月 93,268

108.1% 114.1%

平成11年(1999年) 602,027人 552.0億円 10月 109,368 89.1 117,220

88.3 125,979 113.0 138,972 122.1 110.3%平成10年(1998年) 517,908人 515.0億円 ９月 114,277

142.9 164,644 143.0 100.4% 100.1% 107.1%

96.2% 103.5%

平成９年(1997年) 524,824人 500.0億円 ８月 110,201 93.2 163,994

101.7 142,047 131.1 131,942 126.1 92.9%平成８年(1996年) 447,886人 448.0億円 ７月 129,790

93.0 122,570 104.1 118.7% 111.9% 112.2%

116.2% 118.6%

平成７年(1995年) 442,140人 354.0億円 ６月 94,522 79.0 103,271

71.4 92,691 86.8 119,354 100.9 128.8%平成６年(1994年) 432,010人 346.0億円 ５月 91,493

103.4 132,249 106.6 119.0% 103.1% 115.1%

93.9% 108.0%

平成５年(1993年) 425,925人 298.0億円 ４月 97,619 84.7 111,141

99.9 131,650 117.1 132,437 110.0 100.6%平成４年(1992年) 426,242人 298.0億円 ３月 118,887

93.4 87,852 82.7 78.5% 88.5% 108.6%

99.3% 124.5%

平成３年(1991年) 401,376人 281.0億円 ２月 81,713 71.6 111,901

62.3 92,370 81.7 95,421 81.1 103.3%平成２年(1990年)

消費額平成元年(1989年) 301,592人 210.0億円 観光客数 消費額 観光客数

327,104人 229.0億円 １月 71,800

年間入域観光客数・消費額推移 月別入域観光客数・消費額推移 単位：人・億円

暦年 入域観光客数 観光消費額 令和５年

県全体観光客数

令和６年 令和７年 比較（令和7年／令和6年）

消費額 観光客数 消費額 観光客数

1,426,584 100.0% 1,506,052 100.0% 79,468 105.6%

91.1%294,453 20.6% 268,166 17.8% △ 26,287

与那国島 45,970人 105.6%

空路計(国内路線＋海外路線) 1,132,131 79.4% 1,237,886 82.2% 105,755 109.3%

131.9%

上半期合計

島名 観光客数 対前年比

合計 224,932 15.8%

海路計(国内路線＋海外路線)

296,722 19.7% 71,790

240,949

-

127.6%

16.0% 16,445 107.3%

計 830,961人 102.2%

チャーター便 428 0.0%

韓国

台湾
海路

0 0.0% 25,380 1.7%

0 0.0% 0 0.0%

11,576 0.8% 11,576

546 0.0% 118与那国町

0 0.0% 18,271 1.2%

0 0.0%

18,271 -

25,380 -

0 -

クルーズ船 224,504 76.2%

新城島 646人 84.3%

海外
路線

空路

香港

7,678 100.6%

加屋真島 638人 70.9% 台湾

鳩間島 5,217人 97.7% 合計 1,201,652 84.2% 1,209,330 80.3%

4.9% 27,217 1.8% △ 42,732 38.9%波照間島 32,303人 98.3% 海路 クルーズ船 69,949

1,182,113 78.5% 50,410 104.5%黒島 26,158人 118.0% 合計 1,131,703 79.3%

3,554 0.2% 1,759 198.0%

473,783 33.2% 494,853 32.9% 21,070 104.4%

小浜島 82,748人 77.1% チャーター便 1,795 0.1%

西
表

東部 202,479人 103.4% 宮　古 26,584

西部 61,822人 96.8% 小計

1.9% 32,559 2.2% 5,975 122.5%

竹富島 418,950人 109.2%
県
内
便

那　覇 447,199 31.3% 462,294

104.2%

30.7% 15,095 103.4%

島名 観光客数 対前年比 小計 656,125 46.0% 683,706 45.4% 27,581

竹富町 福　岡 47,790 3.3% 46,374 3.1% △ 1,416 97.0%

石垣島 1,490,152人 105.6% 名古屋(中部) 53,183 3.7% 50,423 3.3% △ 2,760

島名 観光客数 対前年比 神　戸 0 0.0% 0 0.0% 0

101.6%

29,019 107.5%

-

94.8%

島別入域観光客数(年間総計)

国内
路線

空路

県
外
直
行
便

東　京(羽田) 384,408 26.9% 413,427 27.5%

石垣市 大　阪(関空) 170,744 12.0% 173,482 11.5% 2,738

比較（令和7年／令和6年）

観光客数 構成比 観光客数 構成比 増減数 対前年比

all all令和７年
令和６年 令和７年

路線別・３旬別入域観光客数推計

令和７年 年間入域観光客数 2025年の八重山入域観光客数は、対前年比5.6％増(79,468人増)の1,506,052人となり暦年で過去最高の入
域観光客数となった。
観光消費額推計は、対前年比1.9％増（24.3億円増）の1288.5億円となり、こちらも過去最高となった。

【全体】1,506,052人　対前年比5.6％増（79,468人増）
●2025年（1月～12月）の八重山入域観光客数は、対前年比5.6％増（79,468人増）の1,506,052人となり、
前年を上回った。
●これまで最多を記録していた令和元年と比較して101.6％となり、暦年ベースで過去最高の入域観光客数
を記録した。台風による欠航がなかったことや、国内路線の空路及び海路による入域観光客数が増加したこ
とが主な要因と考えられる。
●前年を上回った主な要因として、国内路線の空路による入域観光客数が県内外の路線で増加したほか、海
外路線の空路による入域観光客数が香港及び台湾の定期便就航再開、韓国の定期便新規就航に伴い増加した
ことが主な要因と考えられる。

【国内路線】1,209,330人　対前年比0.6％増（7,678人増）
●国内路線の入域観光客数は、海路による入域観光客数が大幅に減少したが、空路の利用者数増に伴い、対
前年比0.6％増（7,678人増）となり、過去最高となった。
●国内クルーズ船の入域観光客数は、前年25回・69,949人であったのに対し、本年は26回・27,217人となり
減少した。寄港回数はほぼ同水準であるが、10万トン以上の大型クルーズ船の寄港回数が大幅に減少したこ
とが主な要因であると考えられる。
●県外空路の入域観光客数は、前年比4.2％増（27,581人増）となり、その内訳は、東京路線が29,019人
増、大阪路線が2,738人増、名古屋路線が2,760人減、福岡路線が1,416人減であった。
●県内空路の入域観光客数は、前年比4.4％増（21,070人増）となり、その内訳は、那覇路線が15,095人
増、宮古路線が5,975人増であった。

【海外路線】296,722人　対前年比31.9％増（71,790人増）
●海外路線の入域観光客数は、香港及び台湾の定期便就航再開、韓国の定期便新規就航に加えて、クルーズ
船の寄港回数の増により対前年比31.9％増（71,790人増）となった。
●海外クルーズ船の入域観光客数は、前年95回・224,504人であったのに対し、本年は104回・240,949人で
あった。

【観光消費額】1288.5億円　対前年比1.9％増（24.3億円増）
●対前年比1.9％増（24.3億円増）の1288.5億円となり、過去最高を記録した前年を上回る結果となった。
●観光消費額が増えた要因として、海路に比べ消費単価が高いとされる空路の香港及び台湾の定期便就航再
開、韓国の定期便新規就航が考えられる。

1,506,052人
対前年比 105.6% 1,426,584人

令和７年　年間観光消費額

1288.5億円
対前年比

令和7年（2025年）

年間概況 令和７年（2025年）年間入域観光客数　概況 令和8年2月9日

101.9% 1,264.2億円

合計 428 0.0% 3.7%55,773 55,345 13031.1%
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※棒グラフは入域観光客数

※折れ線グラフは観光消費額


